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おいて午前に開催することにした。
　造活ワークによる「のびのびワークショップ」の
参加費用は 100 円とし、材料費と社会福祉協議会に
よる１日保険費用に充てていたが、保険制度の変更
により適用が難しくなったことと情宣が自由になる
という利点から平成 26 年度より参加費を無料とし
た。
２　「のびのびワークショップ」の記録
（１）「保育内容演習Ⅰ（表現造形活動）」内の〔の
びのびワークショップ〕の記録
（平成 24 年度の記録）
Ｈ 24 造活ワーク─１
■開催日時；５月 19 日（土）13：30 ～ 15：00
■活動場所；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●風とあそぶおもちゃ作り
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者 19 名
■運営グループおよび学生数；2 年１組　１班　16 名
Ｈ 24 造活ワーク─２
■開催日時；６月 16 日（土）13：30 ～ 15：00
■活動場所；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●ダンボールあそび
はじめに
　長崎短期大学研究紀要第 21 号（平成 21 年３月発
行）および 24 号（平成 24 年３月発行）において、「造
形を通した子育て支援活動Ⅰ」および「造形を通し
た子育て支援活動Ⅱ」を掲載した。ここに記録して
きた「のびのびワークショップ～つくってあそぼう
～」は、以後３年、計９年その活動を継続している。
本紀要において、以後の平成 24・25・26 年度の活
動内容を記録する。
１　行事の継続内容と変更内容
　この開催主旨については前掲のとおり①幼児にお
ける造形活動の必要性として幼児の発育を助成する
こと、②子育て支援の必要性として幼児・児童・保
護者間のコミュニケーションの場を提供すること、
③学生の学修内容と効用として子どもの活動の自由
な展開を知り子育てに関する知識等を得るとし、変
更はない。
　「のびのびワークショップ」は、保育学科保育専
攻２年の全員履修科目（表現造形活動）が運営する
もの【造活ワーク】と、ゼミナールによる【ゼミワー
ク】の二つの活動様式を用いてきたが、この方法も
変更がない、しかし運営の基盤となる授業科目名は
本学保育学科保育専攻の教育課程の一部変更により
改名している。造活ワークでは「保育内容Ⅰ（表現
造形活動）」が「保育内容演習Ⅰ（表現造形活動）」、
ゼミワークでは「総合演習」が「卒業研究Ⅰ」「卒
業研究Ⅱ」と変わった。
　造活ワークによる「のびのびワークショップ」の
会場は、九州文化学園幼稚園のプレイルームを借用
していたが、設営準備の関係から午後の開催となっ
ていた。幼児の午睡と重なって不都合を感じていた
ため、平成 25 年度よりすべて長崎短期大学構内に
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講義室および横通路
■活動内容；●風とあそぶおもちゃ作り●ダンボー
ルあそび●絵の具あそび
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　94 名
■運営グループおよび学生数；２年１組２組３組
　各２班　計 47 名
（平成 25 年度の記録）
Ｈ 25 造活ワーク─１
■開催日時；５月 18 日（土））10：00 ～ 11：30
■活動場所；長崎短期大学　第一合同講義室および
横通路
■活動内容；●遊べるおもちゃ作り
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　22 名
■運営グループおよび学生数；２年１組　１班 12 名
Ｈ 25 造活ワーク─２
■開催日時；６月 22 日（土））10：00 ～ 11：30
■活動場所；長崎短期大学　第一合同講義室および
横通路
■活動内容；●木の工作
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　35 名
■運営グループおよび学生数；２年２組　１班 17 名
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　32 名
■運営グループおよび学生数； ２年２組　１班　17 名
Ｈ 24 造活ワーク─３
■開催日時；７月 14 日（土）13：30 ～ 15：00
■活動場所；九文幼稚園プレイルーム
■活動内容；●絵の具あそび
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　35 名
■運営グループおよび学生数； ２年３組　１班　15 名
Ｈ 24 造活ワーク─４
■開催日時；10 月 28 日（日）10：00 ～ 13：00
■活動場所・等；長崎短期大学　学園祭　第一合同
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■活動場所；長崎短期大学　第一合同講義室および
横通路
■活動内容；●手作りおもちゃ
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　25 名
■運営グループおよび学生数；2 年 1 組　1 班 14 名
Ｈ 26 造活ワーク─２
■開催日時；６月 21 日（土））10：00 ～ 11：30
■活動場所；長崎短期大学　第一合同講義室および
横通路
■活動内容；●流木の工作
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　29 名
■運営グループおよび学生数；２年２組　１班 18 名
Ｈ 26 造活ワーク─３
■開催日時；７月 12 日（土））10：00 ～ 11：30
■活動場所；長崎短期大学　第一合同講義室および
横通路
■活動内容；●絵の具あそび
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　21 名
■運営グループおよび学生数；２年３組　１班 14 名
Ｈ 25 造活ワーク─３
■開催日時；７月 13 日（土））10：00 ～ 11：30
■活動場所；長崎短期大学　第一合同講義室および
横通路
■活動内容；●粘土あそび
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　18 名
■運営グループおよび学生数；２年３組　１班 15 名
Ｈ 25 造活ワーク─４
■開催日時；10 月 27 日（日）10：00 ～ 13：00
■活動場所・等；長崎短期大学　学園祭　第一合同
講義室および横通路
■活動内容；●遊べるおもちゃ作り●木の工作●粘
土あそび
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　
119 名
■運営グループおよび学生数；２年１組２組３組
　各２班　計 46 名
③平成 26 年度の記録
Ｈ 26 造活ワーク─１
■開催日時；５月 17 日（土）10：00 ～ 11：30
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２）こいのぼりを風に流して遊ぶ。
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　
150 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生８名
Ｈ 24 ゼミワーク─２
■開催日時；７月 21 日（土）16：30 ～ 18：00
■活動概要・場所・等；佐世保市ふれあいセンター
　「夏祭り」
■活動内容； 
あらかじめ制作した手作りの「音のなるおもちゃ」
12 作品で子ども達に遊んでもらう
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　50 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
Ｈ 24 ゼミワーク─３
■開催日時；12 月 15 日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；佐世保市立相浦児童センター
「あいのうらこどもまつり」
■活動内容；
１）大きな手作り絵本「すてきな３にんぐみ」の読
み聞かせ
２）大きなクリスマスブーツのデコレーション
Ｈ 26 造活ワーク─４
■開催日時；10 月 26（日）10：00 ～ 12：00
■活動場所・等；長崎短期大学　学園祭　第一合同
講義室および横通路
■活動内容；●手作りおもちゃ●流木の工作●絵の
具あそび
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　
110 名
■運営グループおよび学生数；２年１組２組３組　
各２班　計 55 名
（２）「卒業研究Ⅰ ･ Ⅱ」ゼミナールの〔のびのびワー
クショップ〕の記録
（平成 24 年度の記録）
Ｈ 24 ゼミワーク─１
■開催日時；５月６日（日）11：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；第 16 回親子で遊ぼう！「さ
せぼわんぱくひろば」佐世保市文化体育館
■活動内容；
保育教材１「風とあそぼう　こいのぼり」
１）傘袋、プラスチックコップ、タコ糸、ストロー
を使ってこいのぼりを作る。
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せぼわんぱくひろば」佐世保市文化体育館
■活動内容；
保育教材１「風とあそぼう　かざぐるま」
１）紙皿、紙コップ、タコ糸、鈴、ストローを使っ
てかざぐるまを作る。
２）かざぐるまを風に回して遊ぶ。
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者　70 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
Ｈ 25 ゼミワーク─２
■開催日時；７月 20 日（土）16：30 ～ 18：00
■活動概要・場所・等；佐世保市ふれあいセンター
　「夏祭り」
■活動内容； 
ぶんぶんゴマを作って遊ぶ
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  45 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　７名
Ｈ 25 ゼミワーク─３
■開催日時；12 月 21 日（土）13：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；佐世保市立相浦児童センター
「あいのうらこどもまつり」ウォークラリー＆つ
くってあそぼう
３）プラ版キーホルダー作り
４）ダンボールでつくっちゃおう
５）レクリエーション「ブーツ玉入れ」
■参加者および参加者数；幼児・児童　70 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生８名
（平成 25 年度の記録）
Ｈ 25 ゼミワーク─１
■開催日時；５月６日（祝月）11：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；第１７回親子で遊ぼう！「さ
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（平成 26 年度の記録）
Ｈ 26 ゼミワーク─１
■開催日時；５月６日（祝火）11：00 ～ 15：00
■活動概要・場所・等；第 18 回親子で遊ぼう！「さ
せぼわんぱくひろば」佐世保市体育文化館
■活動内容；
保育教材１「風とあそぼう　皿コプター　紙とんぼ」
１）紙皿、タコ糸、ストローを使って皿コプターを
作る。
２）厚紙、ストローを使って紙とんぼを作る。
３）皿コプターと紙とんぼで遊ぶ。
■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者
210 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
Ｈ 26 ゼミワーク─２
■開催日時；12 月 20 日（土）12：30 ～ 15：45
■活動概要・場所・等；佐世保市立相浦児童センター
「あいのうらこどもまつり」ウォークラリー＆つ
くってあそぼう
■活動内容；
１）大なわとび
２）紙飛行機的あて
■活動内容；
１）レクリエーション「ジャンケン列車」
２）竹ぽっくり
３）竹とんぼ
４）水てっぽう
５）ささぶね
６）水切り
７）ブンブンこま
８）ナチュラルアート
■参加者および参加者数；幼児・児童　42 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
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討し実践していきたいと考える。３）紙ずもう
４）水きり
５）日本地図パズル
６）ナチュラルアート
■参加者および参加者数；幼児・児童　49 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
おわりに
　本活動は、保育専攻の学生達への学びの場を提供
することが目的の一つであった。学生たちは、授業
アンケート等の中で、子どもや保護者に関する新鮮
な感想や自身の保育技術に関する振り返りをおこ
なっている。協働でおこなう保育活動の意義や子ど
もや保護者とのふれあいの中からたくさんの内容を
学ぶことができていると考える。また、その中には
社会に順応していくコミュニケーション能力の向上
も確認できる。
　本活動のもう一つの目的として、保護者への子育
て支援がある。「のびのびワークショップ」は９年
目を終え、地域に少しずつ受け入れられ定着してい
る。これは保護者がこの活動の有意性を理解してい
ただいた結果であると考えたい。この活動をどのよ
うに継続し、発展させることができるか、今後も検
